
AWS活動報告書 2024

▎サントリー株式会社 九州熊本工場

所在地 〒861-3104 熊本県上益城郡嘉島町大字北甘木字八幡水478

主要生産品目等 ビール類等酒類製造、清涼飲料製造

認証取得 2019年～

認証レベル Platinum

ガバナンス体制 （AWS国際規格:5.1）

環境保全協議会 組織図

工場長

環境管理責任者*

環境保全協議会
事務局メンバー

事務部門 醸造部門 調合部門 パッケージング
部門

品質管理部門エンジニアリング
部門

配送センター

地域共創委員会 組織図

地域共創委員会

委員長

環境保全協議会 事務局
エネルギー管理者、事務局メンバー

事務部門 醸造部門 調合部門 パッケージング
部門

品質管理部門エンジニアリング
部門

工場長

＊環境管理責任者が水関連法規制の遵守責任者である



ウォーター・スチュワードシップ活動の概要

関連する共通の水の課題

AWS国際規格1.6

目標

AWS国際規格2.3

パフォーマンス目標

AWS国際規格2.3

2024年取組/パフォーマンス

AWS国際規格3.5/3.9/5.3

利害関係者エンゲージメント

AWS国際規格5.4

地下水・淡水資源の枯渇

水のサステナビリ
ティ追求の為、事業
活動において最も重
要な資源である水の
使用量を継続的に削
減する

1. 製品生産量当たりの水使用量を
2015年比で35％削減（グループ全
体目標）

2. 公益財団法人 くまもと地下水財
団、益城町土地改良区、益城町、[立
会人]熊本県による「益城町金山川下
流域における湛水 事業」 （サント
リーも参画）

3. 行政（熊本県）による揚水量モニ
タリング

1. 2015年比19.1％良化（工場目標比）
（2024年実績：前年比4.5%悪化）
・活性炭の洗浄周期の見直しや用水設備
において、微生物対策で行っていたフィ
ルタブロー水を削減し、良化で推移。
・単年の悪化の主な理由は、水原単位の
高い製品品目が増加したことに加え、
設備改造による井戸の起動/停止回数が
増えたことによる。
・2025年、井戸運用見直しにより、削減
を計画する。

2.および3. 定期的な揚水モニタリング結
果において問題なし

・湛水事業協定の4者会議
を年１回実施

・湛水実施準備時期に
水田地権者への活動情報
提供（説明会・チラシ配
布等）

・行政（熊本県・嘉島
町）への揚水量に関する
情報提供

排水による天水川の
水質汚濁

水のサステナビリ
ティ追求の為、地域
に還す排水水質を適
切な状態に保つ

熊本県の排水規制・排水基準で定め
られている排水の規制・基準値を継
続的に満たす。

適切な運転管理により排水規制値を継続
的に満たしている。

・行政（熊本県環境生活
部）による水質のモニタ
リング

・法令および協定に基づ
いた排水の水質規制・
基準（pH、BOD、SS、
大腸菌群）の測定

地下水・淡水資源の枯渇

【森林による地下水
涵養】
「水資源に関連する
重要区域」である
「天然水の森阿蘇」
協定地域内の地下水
涵養機能の維持・
向上、および生物多
様性の保全・向上

１．工場で使う地下水の２倍以上の
量を「天然水の森 阿蘇」が将来に
わたって育む状態を維持する

２．生態系ピラミッドの頂点に立つ
猛禽類が繁殖活動ができる生息環境
を創出する

１. 2024年度森林整備活動
・ヒノキ人工林の搬出間伐（5.01ha）
・搬出の為の作業道開設（1014ｍ）

２．生物多様性の向上
猛禽類の繁殖確認

・クマタカの求愛に関わる行動確認
・サシバの2つがいの繁殖を確認

「天然水の森 阿蘇」の
協定締結先である林野庁、
益城町、西原村に毎年の
活動状況を報告

地下水・淡水資源の枯渇

【冬水田んぼによる
地下水涵養】
「水資源に関連する重
要区域」である「冬水
田んぼ」による地下水
涵養機能の維持・向上、
および生物多様性の
保全・向上

１. 工場で使う地下水の量以上を
「冬水田んぼ」が将来にわたって
育む状態を維持する

２. 環境配慮型農法を推進すること
で湿地の生態系を回復させ、エリア
全体の生物多様性を向上させる

１. 2024年度冬期湛水
「冬水田んぼ」に張る水を取水する金山
川の河川改修工事によって3（0.57ha）
の水田に湛水できず

２. 生物多様性の向上
地元小学校による「田んぼの生き物
調査」でメダカ、ドジョウを確認

「冬水田んぼ」の協定締
結先であるくまもと地下
水財団、益城町、益城町
土地改良区、水田の地権
者に情報を共有

地下水・淡水資源の枯渇
地域コミュニティの
参画意欲および活動
認知を高める

「水育」活動の参加者確保および活
動認知拡大

水育「森と水の学校」 12回 452名、
水育「出張授業」 6校 455名の参加者を
確保し認知を広げている。

ー

地下水・淡水資源の枯渇
近隣湧水エリアの
環境保全に進める従
業員の環境活動

工場近隣に位置する豊富な湧水エリ
アにおいて

・当該エリアの水資源及び周辺環境
の汚染予防

・当該エリア住民とのコミュニケー
ション醸成

・従業員の環境意識の維持向上

浮島湧水公園でのゴミ拾い清掃活動
2024年実績：5回実施、35名参加により、
汚染防止、住民とのコミュニケーション、
従業員の環境意識の維持向上を行った。

ー

地下水・淡水資源の枯渇
サプライヤーへの働
きかけ

国内原料サプライヤーのサステナビ
リティ活動に関する意識の向上

対象全社へ定例説明会を実施し、サステ
ナビリティ活動の重要性を説明

ー

WASHの提供
安全な上水の供給と、
衛生設備の安定稼働

1. サイト内の常時上水供給

2. サイト内の常時トイレ使用可能

１および２．適切な管理により維持できて
いる。

1. 水道法基準を満たし
た生活水の給水

2. 事務所衛生基準規則
第17条・労働安全衛
生規則 第628条に基
づく便所の数を設置
し、浄化槽法に基づ
き管理している

※検討の結果、直面している共有する水の課題はない。但し、地下水・淡水資源の枯渇や排水による河川の水質汚染を懸念している。



種 類 単 位 消費量

排水

（公共水域放流）

量 千ｍ3 800

pH

規制 ー 5.8～8.6

自主基準 ー 5.8～8.6

実測値 ー 6.2～7.5

実測平均 ー 6.4

BOD

規制 mg/ℓ 30

自主基準 mg/ℓ 30

実測値 mg/ℓ 1.1～3.8

実測平均 mg/ℓ 2.3

【アウトプット】

【インプット】

水の利用（対象期間：2024年1月1日～12月31日）

種 類 単 位 消費量

用水 （揚水・購入量） 千ｍ3 1,183

・湛水事業協定の4者会議を
年１回実施

・湛水実施準備時期に水田
地権者への活動情報提供
（説明会・チラシ配布等）

・行政（熊本県・嘉島町）
への揚水量に関する情報提
供
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